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はじめに 
 

このテキストは、サイト『経済劇場』（mikumaku.com）の記事をもとに作成し

ました。 

経済学ではさまざまな専門用語がでてきます。学習のはじめのうちは、わかりに

くいことが多いと思います。そこで、すでに学習した中学の「公⺠」の復習からは

じめて、 大学でまなぶ経済学の考え方にむすびつけていきます。 

 

文中の引用文には、中学校の教科書『新しい社会 公⺠』（東京書籍：平成 23 年

検定済）を用いました。 
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中学で学んだ経済用語 80 

 

経済学の学習をはじめる場合、「今もっている知識」につみあげていくと、意外

と楽にできます。考え方とか理論の枠組みは非常に大切ですが、まずは、「どんな

ことばがあるのか？」からみていきましょう。 

ここで役⽴つのが、中学の「公⺠」です。公⺠は、政治・経済・社会・国際など

のテーマにわかれております。この公⺠の「経済」が経済学の⼊門でイメージをつ

かむのに適しています。 

中学の公⺠の経済のキーワードは以下の 80 個ほどです。 

 これらのキーワードについて、「ミクロ経済学」「マクロ経済学」「財政学」と

関係の深いものをみていきましょう。 
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ミクロ経済学のキーワード 

中学の公⺠で学んだ経済の⽤語のうち、ミクロ経済学に対応するものは以下の通

りです。 

ミクロ経済学では、おもに価格の決定メカニズムについて学びます。 

みなさん「需要と供給」というテーマで学んだことがあると思います。 

中学のときに学んだ内容はこうでした。 

• 買い手の行動を表すのが「需要曲線」で、右下がり 

• 売り手の行動を表すのが「供給曲線」で、右上がり 

• 両者の交点で、需要と供給が一致して、取引量がきまり、そして市場価格が決ま

る。 

でも、次のことは学びませんでした。 

「なぜ需要曲線は右下がりなのか？」「なぜ供給曲線は右上がりなのか？」 

これらについて、その理由をみっちり学習していくのが「ミクロ経済学」です。 

 次はマクロ経済学です。 
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マクロ経済学 

中学の公⺠で学んだ経済の⽤語のうち、マクロ経済学に対応するものは以下の通

りです。 

マクロ経済学では、おもに国⺠所得の決定について学びます。 

 「景気が良い」「景気が悪い」ということばがあります。 

この「景気」の良し悪しの目安になるのが、実は国⺠所得のひとつである国内総

生産（GDP)です。 

 「どのようにしてこの GDPが決まるのか」 

「人びとにとってのぞましい GDPの水準はなんなのか」 

「どうやったらそれを達成できるのか」 

「政府は何をやればいいのか」 

これらについて学んでいくのがマクロ経済学です。 

またこのマクロ経済学は、政府の役割にも注目することから、財政学という科目

とも深い関係があります。 
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財政学 

マクロ経済学と関係が深いのが、政府の役割を分析する財政学という科目です。 

 

かんたんにいうと、 

 「税金を何のためにつかうのか」 

「税金をどうやって集めるのか」 

「足りない分はどうやって集めるか」 

「地方と国の関係は」 

これらについて学ぶのが財政学です。 

 

  

 以上のキーワードをもとに、「経済学の世界観」をみていきましょう。 
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１．経済学の世界観 
 

経済学では、「市場」（しじょう：market）のしくみをまなびます。 

市場とは、「商品」を売り買いするところです。 

このとき、売り買いの仲立ちとして、「お金」をもちいます。 

 

「1-1.商品とはなにか？」では、売り買いされる商品の定義をまなびます。 

「1-2.お金とはなにか？」では、お金という不思議な存在の役割をみていきます。

「1-3.市場という舞台」では、「需要と供給」ということばの整理をしておきます。

「1-4.経済学の世界観」では、経済学という学問の考え方、もののとらえ方をみて

いきます。 

「1-5.メインキャラクター」では、市場を構成する「家計」、「企業」、「政府」

の役割を整理します。 

 

1-1.商品とはなにか？ 

1-2.お金とはなにか？ 

1-3.市場という舞台 

1-4.経済学の世界観 

1-5.メインキャラクター 

 

→ 2.消費者と効用 
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1-1. 商品とは何か？ 
 経済学では、商品とお金のやりとりを分析します。まず、これらのことばの意味

を考えていきましょう。 

財とサービス 

売買されるものを「商品」といいます。商品は「財」と「サービス」にわけるこ

とができます。「財」は形のある「もの」です。英語では「goods」（グッズ）とい

います。なぜならば、売ったり買ったりできるほど「良いもの」だからです。これ

に対して「サービス」には形がありません。お金とひきかえに、自分の代わりに何か

をやってもらう「こと」が「サービス」です。本来はこのように「財」と「サービ

ス」は区別して用いるべきですが、経済学ではおもに「財」ということばをつかい

ます。 

価値 

「商品」が売り買いされるのは、「商品」が「良いもの」や「良いこと」だから

です。この「良さ」を「価値」といいます。よって、売り買いとは、「価値のやり

とり」と考えることができます。 

生産と消費 

「価値」をうみだすことを「生産」といいます。「生産」をおこなうのが「生産

者」です。これに対して、他人がうみだした「価値」を自分のものにすることを

「消費」といいます。「消費」をおこなうのが「消費者」です。 

交換 

他人の「価値」を自分のものにするためには、こちらも代わりに「価値」を相手

に与えなければいけません。このような「価値」のやりとりを「交換」といいま

す。交換のやりかたはいろいろあります。他人の「財」や「サービス」に対して、

自分のもっている「財」や自分ができる「サービス」を与えることがあります。た

だ、現在の社会では、この「交換」の「仲立ち」として、「お金」（貨幣）をつか

うことがひとつの重要なルールとなっています。このような社会を「貨幣経済」と

いいます。 
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1-2.お⾦とはなにか？ 
現代の社会では、交換の仲立ちとして「お金」をつかいます。 

お⾦とはなにか？ 

この「お金」とはいったいなんでしょうか？ふつう「お金」というと、お札やコ

インをイメージしますが、本当のことをいいますと、あれはただの「紙切れ」と

「金属」です。また、銀行口座の残高をイメージするかもしれませんが、これもよ

く考えるとただの「数字」です。 

このように「お金とはなにか？」を根本から考えはじめると、だんだんと疑問が

高まってきます。 

お⾦とは「信⽤」のこと 

実は「お金」に「価値」があるのは、多くの人々がそれに「価値があると信じて

いる」からにすぎません。つまり、「お金」とは「信用」のことです。「信用」は

実体のないものですが、うまくいけば「信用が信用をうむ」状態になります。 

財やサービスと違い、「お金」は「お金」をうむという特別な性質があるため、

「お金」そのものが取引の対象となることがあります。 

市場という場所 

商品とお金が取引される場所を「市場」といいます。この「市場」は、個々のお

店や取引所を指す場合もありますが、これらをすべてまとめた抽象的な存在である

と考えてください。 
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1-3.市場という舞台 
取引がおこなわれる「市場」の構成要素をみていきましょう。 

消費と需要 

「財」や「サービス」を「買う」人々を「消費者」といいます。消費者が財やサ

ービスを買う理由は、それらが「欲しい」からです。この、財やサービスを「欲し

がる」ことを、「需要」（demand）といいます。 

「demand」には「要求する」という意味があります。「消費」とは「買う」こと

によってはじめて完了する行動です。これに対して「需要」は「買 おう」とする意

思をあらわします。正確にはこの２つは違うのですが、基本としては「消費者」＝

「需要者」と考えてかまいません。 

この「消費」をおこなう存在が「家計」（household）です。 

生産と供給 

「財」や「サービス」を「売る」人々を「生産者」といいます。生産者が、財や

サービスを消費者に「与える」理由は、それによって「利潤」を得ることができる

からです。この、財やサービスを「与える」ことを、「供給」（supply）といいま

す。 

「supply」には「満たす」という意味があります。「生産」とは「売る」ことに

よってはじめて完了する行動です。これに対して「供給」は「売ろう」とする意思

をあらわします。基本としては「生産者」＝「供給者」と考えてかまいません。 

この「生産」をおこなう存在が「企業」（firm）です。 

市場 

「需要」をおこなう「消費者」と、「供給」をおこなう「生産者｣が、財やサービ

スの取り引き（つまり売買）をおこなう場が「市場」です。 

政府の役割 

「消費者」と「生産者」が財やサービスの取引をきちんとやっていくためには、

「ルール」が必要です。また、何かトラブルが発生した場合、その解決を おこなう

必要もでてきます。「ルール」をつくったり、トラブルを解決したりすることは、

消費者と生産者の間で相互の交渉をつうじておこなうことも可能で す。 

ただ、この両者の利害関係は、基本的に対立する性質がありますので、実際に

は、消費者と生産者を超えた「大きな力」をもつ存在が必要になってきます。ここ

で「政府」の役割がでてきます。 
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1-4.経済学の世界観 
 経済学では、社会をどのような立場からみていくのでしょうか。 

経済学の考え方 

経済学では人間の行動を分析します。人間の行動理由には、さまざまなものがあ

りますが、現時点で主流の経済学では次のように考えます。 

「⼈間は⾃分の経済的な利益のために⾏動する。」 

これは、かんたんにいうと「私利私欲」のことです。もちろん人間は、他の理由

でも行動します。本能、愛情、名誉、義務、習慣、命令、強制、その他 諸々の理由

が考えられます。また、とりたてて理由もなく行動することだってあります。さま

ざまな行動の理由の中で、経済学ではあえて「損得」にしぼって理 論をつくりあげ

ていきます。 

経済人 

このように、自分の利益を追求する人間を「経済人」（ホモ・エコノミクス）といい

ます。経済学の分析で想定されているのは、「経済人」によって構成されている世

界です。 

また、この「経済人」は「合理的」に行動すると想定されています。「合理的」

とは、ある行動についてその理由が、「因果関係」で説明できることで す。よっ

て、まずは、「とにかく、そうなる」状況や、「そうなる場合もあるし、ならない

場合もある」ような状況は除外します（学習が進むにつれて、このよ うな状況も考

えていきます）。 

数学的手法 

さらに、経済的な行動や出来事では、「数字」で計測できるものをとりあげま

す。よって、「因果関係」の説明も「数学」を用いることが中心になります。 
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1-5.メインキャラクター 
経済学の世界のメインキャラクターをまとめておきましょう。 

経済主体 

経済学の世界のメイキャラクター（経済主体）は、次の３者です。 

• 家計（household）･･･おもに「消費」活動をおこないます。 

• 企業（firm）･･･おもに「生産」活動をおこないます。 

• 政府（government）･･･社会全体を調整します。 

需要と供給 

消費者である家計と、生産者である企業は、市場で取り引きをおこないます。経

済学では、何かを「求める」ことを「需要」（demand）とあらわします。そして、

人々の求めを「満たす」ことを「供給」（supply）といいます。商品を取り上げて

分析する場合、消費者の行動をあらわしたのが「需要曲線」で、生産者の行動をあ

らわしたのが「供給曲線」となります。 

ミクロ経済学とマクロ経済学 

基本的に、経済学は「需要と供給」について分析していく学問だと考えておいてく

ださい。また経済学は、現在では「ミクロ経済学」と「マクロ経済学」にわけてま

なんでいくことが主流です。この２つは、世の中のとらえ方（視点）が異なりま

す。 

• ミクロ経済学･･･最も小さい単位である「個人」の行動を分析します。そして、基

本的には、ある商品の「価格」がどのようにきまるかをまなびます。 

• マクロ経済学･･･人間がつくる最も大きい単位である「国家」の枠組みから経済を

みていきます。分析の中心になる数値は「GDP」（国内総⽣産）などの「国⺠

所得」です。「景気」対策などの経済政策をかんがえていきます。 
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２．消費者と効用 
 

中学でまなんだ「需要曲線」は、価格と需要量（消費量）の関係をあらわしてい

ました。 

そして、需要曲線の形は「右下がり」でした。これは、商品の価格が下がると、

欲しいと思う量（需要量）が増えることをあらわしています。このことは、日常生

活の経験からも理解できる一種の法則です。 

では、なぜそうなるのでしょうか？ 

このような、一見「あたりまえ」に思えることに対して、そのメカニズムを明ら

かにしていくのが経済学という学問です。 

 

「2-1.満足感を求めて」では、商品を購入する「消費者」の行動を分析するために、

消費者の欲求を「効用」ということばで定義していきます。 

「2-2.予算の壁」では、消費をおこなうときの予算の制約をまなびます。 

「2-3.消費者の役割」では、国全体からみた消費者の役割をみていきます。 

 

2-1.満足感を求めて 

2-2.予算の壁 

2-3.消費者の役割 

 

→ 3.生産者と利潤 
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2-1.満足感を求めて  
中学の公⺠の教科書では、商品の選択について、次のように説明しています。。 

 

欲望の満足 

経済学が想定する人間像「経済人」は、自分の私利私欲に忠実です。「あれがほ

しい。」「これもほしい。」「あれがやりたい。」「これはやりたくない。だか

ら、誰かに代わりにやってもらいたい。」などの欲望を満たすことだけを追求して

いきます。 

なぜ欲望を満たすことが大事かというと、それが気持ちよくて「満足感」が得ら

れるからです。ただ、「欲望」とか「欲求」ということばは、かなりキツイ印象が

ありますので、経済学ではこの「満足感」を、「効用」（utility）ということばであ

らわします。「utility」には、「有用なこと」という意味があります。 

「効用」の性質 

この、消費者が得る満足感としての「効用」は、次のような性質があります。 

①消費量が増えるほど、「効用」（満足感）も増えていく。つまり、「あればあ

るほどうれしい」ということです。いくら増えても、決して嫌になることはありま

せん。 

②ただし、消費量が増えるほど、「ありがたみがだんだん少なくなる」ことはあ

ります。好きな食べ物を食べるときのことを考えてみましょう。①の前提がありま

すので、お腹がいっぱいになったり、飽きたりすることはありません。 それでも、

「最初のひとくち目」の「効用」（満足感）に比べると、しばらく食べ続けてから

の「ひとくち」の「効用」（満足感）は、どうしても小さくなることでしょう。 

 

このような「効用」（満足感）の性質について、「ミクロ経済学」の 

「１．消費者理論」では考察を深めていきます。 
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2-2.予算の壁  

人間の欲望には限りがありません。でも、現実にはひとつの問題がでてきます。 

「欲しいけど、お金がない。」 という「予算」の問題です。 

無限の欲望 VS 有限の予算 

売買される商品は、どこにでもあるものではありません。必ず限りがあります。

限りがあるから売買の対象になるわけです。また、買い物に使える手持ち のお金

（予算）にも限りがあります。よって「消費者」は、「無限の欲望（効用）」と、

「有限のお金（予算）」の間で悩むことになります。 

効用最大化 

このような「消費者」の「経済人」としての合理的な行動は、次のようになりま

す。 

「予算の範囲内で、⾃分の効⽤が最⼤となるように、消費量を決める。」 

このような行動を、「効用最大化」といいます。これについて学習するのが 

「ミクロ経済学」の「消費者理論」です。 
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2-3.消費者の役割  
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3．⽣産者と利潤 
 

中学でまなんだ「供給曲線」は、価格と供給量の関係をあらわしていました。 

そして、供給曲線の形は「右上がり」でした。これは、商品の価格が上がると、

売りたいと思う量（供給量）が増えることをあらわしています。 

この「供給曲線」は、「生産者」の行動をあらわしています。生産をおこなう企

業は、「利潤」を得るために活動をしております。なるべく多くの利潤を得るため

には、なるべく使うお金（費用：コスト）を少なくすることが必要です。 

 

「3-1.利潤を求めて」では、企業が生産する財やサービスの意味をみていきます。 

「3-2.コストの壁」では、どのようなものに対して費用を用いるかを理解します。

「3-3.完全競争の仮定」では、ミクロ経済学の前提をまなびます。 

「3-4.生産者の役割」ではマクロ経済学の前提をまなびます。 

 

3-1.利潤を求めて 

3-2.コストの壁 

3-3.完全競争の仮定 

3-4.生産者の役割 

 

→ 4.市場のしくみ 
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3-1.利潤を求めて  

消費者と同じように、生産者も「経済人」として行動します。消費者が「効用」

を求めるのに対して、生産者が求めるものは「利潤」です。生産をおこなう企業の

行動についてみていきましょう。 

 利潤を得るために生産者は「商品」を生産して販売します。この商品は「財」と

「サービス」にわけることができます。 

財 

「財」（goods）とは「形」のある「もの」です。食料品などは食べたらなくなりま

す。お皿などはそのまま形が残ります。このように「どのように使うか」を考える

と話がややこしくなるので、「財」は購入した段階で「消費」されたと考えます。 

サービス 

「サービス」（service）とは、「形のない」ものです。かんたんにいうと、「体

験」のことです。楽しい時間をすごしたり、自分ではできないことを他の人にやっ

てもらったりすることです。 

希少性 

財にしろ、サービスにしろ、売り買いされるのは、これらが「どこにでもあるも

の」ではないからです。「どこにでもあるもの」の例としては、「空気」がありま

す。空気は人間にとって非常に重要ですが、わざわざお金を出して買うことはあり

ません。なぜならば「どこにでもあるもの」だからです。 

でも、ダイビングなどでは空気にお金を払います。なぜならば水の中には十分な

空気が存在しないからです。このように、数や量が限られていることを「希少性」

（きしょうせい：要は「少ないこと」）といいます。経済学ではこのような「希少

な」財やサービスなどの「資源」をどのように分配していくかを考えていきます。 
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3-2.コストの壁  

生産者は、消費者に商品を売って、お金を受け取ります。商品１個あたりの「価

格」に、売った数量をかけると、生産者が手に入れた「売り上げ」（総収入）が求

められます。この売り上げから、生産に用いた「費用」（コスト）を引いたもの

が、儲けとしての「利潤」になります。 

• 利潤 ＝ 売り上げ － 費用 

生産に必要なものを「生産要素」といいます。生産要素は、「土地」と「資本」と

「労働」の３つにわけることができます。これらを利用する場合には、「費用」

（コスト）を支払う必要があります。 

土地 
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資本 
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労働 
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生産者はこれらの生産要素を手に入れるために必要な「費用」（コスト）を考慮

に入れて、生産活動をおこなっていきます。 

 



23 
© 2018 	
��. 

3-3.完全競争の仮定  

 利潤をあげるためには、価格をどう設定するかが重要です。 

利潤 

企業が追求する「利潤」は、売り上げから「費用」を引いて得られます。売り上

げは、売る量に「価格」をかけたものですから、「価格」が高いほど「利潤」も多

くなることになります。 

儲けるために 

儲けを多くするためには、その生産者しか生産できないような商品を作ることが

ポイントになります。 

このように、自分たちで価格を好きに設定できるような状態を「独占」といいま

す。でも、無限に価格を上げることはできません。確かに、皆が欲しがるような貴

重なものならば高い価格で売ることができるでしょう。でも、そのような状態がい

つまでも続くことはありません。なぜならば、儲かることがわかれば、ライバル企

業も参加してくるからです。 

また、「独占」状態であったとしても、価格を上げ続けることはありません。な

ぜならば、価格を吊り上げて少ししか売れない場合よりも、ある程度価格を抑えて

たくさん売ったほうが、全体での「利潤」を増やすことができる場合があるからで

す。 

まずは完全競争から 

このように、お金儲けのしやすい「独占」は、いろいろ考える必要がありますの

で、まずは、のぞましい状態として「完全競争」から分析をはじめます。 

そして、「独占」は、この完全競争の仮定が崩れた、「不完全競争」の状態になり

ます。 
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3-4.生産者の役割  
 

ミクロの視点 

「ミクロ経済学」の「生産者理論」では、「生産者」の行動が商品の「価格」に

与える影響を分析します。 

マクロの視点 

これに対して、「マクロ経済学」では、「生産」活動と「消費」活動を表裏一体

と考えて、お互いの関係を分析していきます。 

消費と⽣産は裏表 

マクロ経済学をまなぶときは、つねに世の中を「モノ」や「お金」がぐるぐると

回っている様子をイメージしてください。 

企業が財やサービスを生み出した場合も、誰かが買ってはじめて生産されたこと

になります。また、消費しないで貯蓄しておいたお金も、銀行などを通じて、誰か

別の人が借り入れて生産にまわしたりします。 

このように、マクロ経済学の視点からは、生産と消費を結びつけて分析していき

ます。 
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4．市場のしくみ 
 

消費者と生産者が、売買をおこなうのが「市場」です。 

消費者の行動は「需要曲線」で、 

生産者の行動は「供給曲線」であらわされます。 

 

「4-1.市場の均衡」では、需要と供給が一致すると、価格（均衡価格）と取引量がき

まることを確認します。 

「4-2.資源の配分」では、のぞましい資源配分についてまなびます。 

 

4-1.市場の均衡 

4-2.資源の配分 

 

→ 5.市場の失敗 
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4-1.市場の均衡  

「消費者」と「生産者」が財やサービスの売買をおこなうのが「市場」です。 

 

「市場」において、消費者と生産者は商品の「価格」を目安として自分の行動を

決定します。価格は「需要と供給」の関係によってきまります。 

 

需要曲線 

消費者は、与えられた価格の下で自分の「効用」が最大となるように「消費量」

（需要量）を決定します。 

この「価格」と「需要量」の関係を示したものが「需要曲線」です。一般的に、

価格が下がると需要量は増加し、価格が上ると需要量は減少します。この関係を

「需要の法則」といいます。この「需要の法則」を需要曲線であらわすと、形は

「右下がり」になります。 
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供給曲線 

生産者は、与えられた価格の下で自分の「利潤」が最大となるように「生産量」

（供給量）を決定します。 

この「価格」と「供給量」の関係を示したものが「供給曲線」です。一般的に、

価格が下がると供給量は減少し、価格が上ると供給量は増加します。この関係を供

給曲線であらわすと「右上がり」の形になります。供給曲線はさまざまな形があり

ますので、需要曲線のように「法則」として表現することはありません。 

均衡 

ある「価格」の下で、消費者の「効用」が最大となる「需要量」と、生産者の

「利潤」が最大となる「供給量」が一致する場合、市場は「均衡」（equilibrium）

状態になります。 

英語の「equilibrium」には「等しい天秤（てんびん）」という意味があります。

これを漢字に訳したものが「均衡」です。「衡」は「はかり」の意味があるので、

「均衡」とは「均しいはかり」という意味になります。 

ある価格の下で、「需要量」と「供給量」が「均衡」状態になることから、この

価格を「均衡価格」（equilibrium price）といいます。 

また、均衡価格の元での需要量と供給量は、まとめて「均衡取引量」（均衡需給

量）といいます。 
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4-2.資源の配分  

ところで、市場によって価格と取引量がきまることには、どのような意味がある

のでしょうか？ 

 

資源の配分 

経済活動でやりとりされるものを、まとめて「資源」（resource）といいます。

これは、生産要素としての 「資本」、「労働」、「土地」や、生産された「財」や

「サービス」などをまとめてあらわしたものです。 人々の欲望は無限ですが、世の

中に存在する資源の量は有限です。よって経済活動は、「有限な資源」を世の中で

「配分」していく活動といえます。 

 

⼒の世界 

もし、「何をやっても構わない」世の中がやってきたらどうなるでしょうか。最

悪の場合、人々が、実力をもって有限な資源を奪い合う世界がやってくることが考

えられます。 

ただ、このような力の世界でも、やがてある種の「秩序」が生じてくる場合があ

ります。人と人は力の差がありますので、いずれ勝者と敗者にわかれます。勝者は

支配者となり、大きな力をもちますが、敗者に比べると人数は少なくなります。 こ

の「数」は集まると大きな力になり、支配者を倒すことにもつながります。よっ

て、支配者だからといって、すべてを自分のものにすることはできません。自 分た

ちの力を維持したり、拡大したりするためにも、有限な資源を世の中の人々にうま

く「配分」していくことが必要になってきます。 
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「効率」か、「公正」か 

ただ、この「資源」の配分は、非常に難しい問題です。「何をもって最も良い状

態とするか？」という目標だけでも議論は尽きないでしょう。 

なるべく多くの人に、なるべく多くのものを行き渡らせることが理想的ですが、

もともと資源は有限ですのでそれは不可能です。 また、「なるべく公平に」分配す

るやり方も重要ですが、「公平性」（公正）の基準をどこにおくかも、非常に難し

い問題です。 

そこで、経済学では、「なるべく無駄のないように」分配していくことを目標と

して分析をおこなっていきます。これを、「効率」的な資源配分といいます。その

うえで、公正さをどのように実現していくかを考えていきます。 

市場の⼒ 

このような難しい問題を、少数の支配者が解決することは非常に困難です。モノ

の値段ひとつとっても、支配者が勝手に決めることはできません。支配者の手の届

かないところで、売買がおこなわれるようになります。 

このように、経済活動は、どんなに大きな力を持っている人間であっても、好き

勝手にできない、大きな力に左右されることがわかります。この力の動き を読み取

って筋道を立てて説明していくのが「科学」（science）です。「科学」としての

「経済学」（economics）では、この大きな力が働く 場所を「市場」（market）と

考えて、分析をおこなっていきます。 

経済学 

アダム・スミスをはじめとして、経済学を「科学」としてつくりあげていった

人々を「古典派」といいます。この古典派の人々は、「市場」の存在を発見したと

き、次のような感動があったと考えられます。 

「人々は、私利私欲を追及して行動しているのに、なぜ全体では一種の秩序が生ま

れるのだろうか？」 

このような秩序としくみをまなんでいくのが経済学です。そして、この「市場」の

しくみを分析し、それを現実の社会にどのようにあてはめていくかを考えるのが、

「経済政策」です。 
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5．市場の失敗 
 

[\]^_`abcdbefghijk[\c^lcmnop`abcdbeqh 

貴重な資源を人々の間で分配するためには、いろいろなやり方が考えられます

が、現在の主流の経済学では、「市場のしくみにまかせる」ことが大きなテーマと

なります。 

そこで、まずは、「自由な競争」がおこなわれている望ましい状況を想定して分

析をおこないます。このような市場を「完全競争市場」といいます。 

現実には、この「完全競争市場」は、なかなか成立せず、どうしても 

「不完全競争市場」になってしまいます。 

また、たとえ「完全競争市場」が成立していたとしても、市場では解決できない

問題もでてきます。このことを「市場の失敗」といいます。 

 

 

「5-1.独占の問題点」では、不完全競争市場についてみていきます。 

「5-2.市場の失敗」では、外部性・公共財、そして政府の役割などをまなびます。 

 

5-1.独占の問題点 

5-2.市場の失敗 
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5-1.独占の問題点 

自由競争と資源配分 

経済学の考え方のひとつとして、「市場の機能がうまくはたらけば、資源が効率

的に配分される」というものがあります。これは、自由な競争が「効率的」に資源

を配分することを意味しています。このようなのぞましい競争の形を「完全競争」

といいます。これは、「無数」の参加者が生産や消費をおこなっている状態です。 

不完全競争 

現実の経済では、なかなかこの「完全競争」状態にはなりません。消費者の数に

比べて、生産をおこなう企業の数は少ない傾向があります。また、生産を おこなう

企業の間でも生産規模や技術の差があります。はじめは自由な競争に近い状態であ

っても、いずれ勝者と敗者にわかれて、少数の企業が市場を支配する ようになりま

す。これが「独占」などの「不完全競争」市場です。 

効率的でない資源配分 

たとえ「独占」状態であっても、企業が完全競争のときと同じ価格で商品を供給

する場合は、資源配分の問題は出てきません。しかし、企業は「利潤」の最大化を

行動目標とします。よって、「独占」企業は「利潤」が最大となるように生産量を

決めることになります。価格も完全競争に比べると高くなるでしょう。これによっ

て、生産者としての独占企業はより多くの利益をえることができます。それに対し

て、消費者はより高い価格で買うことを余儀なくされます。よって、社会全体から

みると、「独占」は「完全競争」にくらべて資源配分がうまくいかなくなるといえ

ます。 

 

このように「市場」は、かならずしもうまくいかない場合があります。 
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5-2.市場の失敗  

「独占」のほかにも、市場には問題点があります。財の性質上、市場でのやりと

りに適さないものがあるからです。 

公共料⾦ 

たとえば、電気、ガス、水道などの公的サービスです。 

これらのサービスは、人々の生活に不可欠です。また、巨大な設備も必要です。

このようなサービスを供給できる企業は限られてくるので、市場にまかせてしまう

と「独占」状態になってしまいます。 

電気・ガス・水道は、「あったら便利」というよりも、「ないと困る」性質の商

品です。独占企業が利潤最大化行動をとると、人々に与える影響があまりにも多い

ため、政府は価格の決定に対して規制を加えることになります。このような価格を

「公共料金」といいます。なお、電気・ガス・水道などの巨大な設備が必要となる

産業を「費用逓減産業」といいます。 

市場の失敗 

このほかに、経済活動では、「公害」などの問題がおこることがあります。公害

とは、企業が利潤を追求することによって、社会にマイナスの影響を与えてしまう

状態です。このように、「市場」だけでは解決できない経済的な問題を 

「市場の失敗」（market failure）といいます。 

公害 

企業の生産活動や人々の日常生活では、どうしてもゴミなどの廃棄物が発生しま

す。これは「負」（マイナス）の「財」です。また、「音」は形のないものです

が、音楽のようにサービスとして売買されるものの他に、機械の騒音のように人々

に「負」（マイナス）の影響を与えるものもあります。 
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このように、経済活動にともなって社会的に「負」（マイナス）の影響を与える

ものを公害といいます。なお、公害などの社会的な「負」（マイナス）の影響を経

済学では「外部不経済」といいます。 

また、生産活動にともなって、派生的に「正」（プラス）の影響が出る場合は

「外部経済」といいます。 

「外部不経済」と「外部経済」はまとめて「外部効果」（外部性）といいます。 

政府の役割 

この公害については、企業と地域住⺠の間で交渉をおこなって問題の解決をおこ

なうことが考えられます。しかし、これらの問題を⼀企業や住⺠だけで解決してい

くのは、法的な問題でも、金銭的な問題でも大きな困難が予想されます。 

よって、人々の生活環境を整備していくことについては、自治体や国などの「政

府」の役割が重要になってきます。 

公共財 

政府が供給するサービスをまとめて、「公共財」といいます。国防・警察・消防

のほか、役所のおこなう公共サービスをふくめます。公共財は、誰でも利用できま

す。また、税金を支払っていない人でも利用できます。（７章参照） 
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6．貨幣と⾦融 
 

財やサービスの売り買いは、実際にはお金（貨幣）をもちいておこなわれます。

売り買いに使われるから便利、という点では、お金は単なる道具にすぎません。 

でも、お金は、それ自体、人々が追い求める存在でもあります。 

このように、お金（貨幣）は世の中で特別な位置をしめております。 

 

「6-1.貨幣の役割」では、「お金とは何か？」についてみていきます。 

「6-2.金融」では、お金の貸し借りをおこなう銀行の役割をまなびます。 

「6-3.中央銀行」では、日本銀行の役割をみていきます。 

「6-4.金融政策」では、経済政策のひとつとして金融政策についてみていきます。 

 

6-1.貨幣の役割 

6-2.金融 

6-3.中央銀行 

6-4.金融政策 
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6-1.貨幣の役割  

お金（貨幣）には、３つの役割があります。 

1.価値の尺度 

お金は、商品の価値をあらわします。魚、野菜、お米、鉄、木、その他、さまざ

まな「モノ」、さまざまな「サービス」のひとつひとつを、「数値」で表現するこ

とができます。商品の価値を、数字で一本化することによって、次の「交換」がし

やすくなります。 

2.交換の手段 

お金があれば、商品と交換ができます。たしかに、モノとモノでも交換は可能で

す。でも、その場合は、お互いが相手のモノを欲しがっていることが前提となりま

す。このようなお互いの意志がいつも一致するとは限りません。 でも、お金なら

ば、こういうことが可能になります。 

• 私の持っているこれを、相手は欲しがっている。 

• 相手は私の欲しいものを持っていない。 

• その代わり、「いつでもモノと交換できる”何か“」を手渡そうとしている。 

• その”何か“は、どうやら信用できそうだ。 

• じゃあ、私の持っているこれと交換してみよう。 

お金という不思議な「何か」があることによって、交換の機会を広げることができ

ます。 

3.価値の保存手段 

また、お金は、保管しておくことができます。 

モノは、腐ったり古くなったりする可能性がありますので、「とりあえずとって

おく」ということができない場合があります。それに対して、お金は、基本的に腐

ることはありません。「いまは使わないで、とりあえずとっておこう」ということ

ができます。また、場所もあまり必要ありません。 

このように、お金とはたいへん便利なものです。 お金は「機会（チャンス）」を

広げます。 

でも、欲しい人の手元に常にあるとは限りません。そこで、お金は「貸し借り」

されるようになります。 

 

 



36 
© 2018 	
��. 

お⾦の貸し借り 

 お金の貸し借りをみてみましょう。他人のお金を利用する場合、その利用料を支

払う必要があります。これが「利息」（利⼦）です。これが貸し借りで、おもに銀

行などの「金融機関」がとりあつかいます。 

お⾦の信⽤ 

お金が世の中できちんとやりとりされるためには、「いつでも商品と交換でき

る」という「約束」が果たされなければいけません。つまり「信用」が重要となっ

てきます。 

また、世の中に出回るお金は、多すぎても、少なすぎてもいけません。なるべく

適切な量に調整する必要があります。 

このようなことは、個人ではなかなかできないので、国レベルで信用を取り扱う

機関が必要になってきます。現代の日本では、日本銀行という「中央銀⾏」が、こ

の役割をおこなっています。 
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6-2.⾦融  

⾦融（finance）とは、お金を融通することです。「融」には融けて液体になると

いう意味がありますので、お金が世の中を水のように流れる様子をイメージしてみ

てください。 

資金の集め方にはいくつかの方法があります。 

• 直接⾦融･･･貸し手と借り手が直接結びついている。株式や債券など。 

• 間接⾦融･･･貸し手と借り手の間に、銀行などの金融機関がある。 

金融機関として「銀行」のはたらきをみていきましょう。 

銀⾏の役割 

銀行はおもに、貸し借りの仲介をおこなうところです。自分のお金を貸すだけで

なく、他の人から借りたお金を、別の人に貸すという役割を担っています。 

お金は大切なものなので、その保管には注意が必要です。盗難防止のために、頑

丈な建物や倉庫（金庫）が必要です。個人の家でこれをやるのは大変なので、お金

の保管を専門におこなう業者が出現しました。人々は自分のお金の保管をその業者

に頼みます。業者はそのとき、「○○のお金を預かりました」という証明書を発行

しました。預けた人は、好きな時に 自分のお金を取りに行くことができるという

「便利さ」を手に入れているわけですから、本来ならお金の保管料を「払う」必要

があるわけです。でも、実際には全く逆です。預けた方がお金を払うのではなく

て、預けた方が「利⼦」としてお金を手に入れます。 

これはなぜでしょうか？ 
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仲介業者としての銀⾏ 

これは、銀行が仲介業者としての役割を果たしているからです。 

お金を預けた人は、「とりあえず今はお金を使わなくてもよい」という人です。

世の中にはこの他に、「今、お金は無いけど、お金がどうしても必要だ」 という人

がいます。個人と個人のお金の貸し借りは、いろいろ問題がおこる場合がありま

す。そこで銀行が仲介業者として両者の間の橋渡しをするわけです。 

つまり、銀行にお金を「預ける」ことは、銀行にお金を「貸す」ということにな

ります。銀行は、お金を預ける人のおかげで、ビジネスを大きくすることができま

す。よって、一種の利用料として、利子を預金者に支払うことになります。 

この、銀行に預けられた「預金」は、お札やコインのような「現金」と同様に、

「貨幣」として扱われます。 

 

銀行は、基本的に、「安く借りて、高く貸す」ことによって、利益を上げている

のです。 

これだけだと、ただ金儲けをやっているだけに思えるかもしれません。個別的に

みると、たしかにそうです。でも、世の中全体でみると、銀行は非常に大きな役割

を果たしています。それは「信用創造」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

; <=

áâÒâ���>Ú�Ôú�Ô�Ï?@�ABCú�Ô�ÏDEúÐ���VMÞ"E@ÂF

EÄ$�Ûÿ�����ÒùÒ�FEGH�ïÏ��ûI£JK¯L <=³¦8KÃÄ°NO

P|¹¹QË�ªº�R¦�Ô%Ù�Kú; <=����S%ÙFE�"E@$�ú�ÒTÞù�

%Ù����ú�Ù��ÔúÙU��VÒ�×
ÞÐ���» �$ÿ�×Ò�Þ�
�áâÒâ��Ì

5�×
Þùá ���Ô��VÃ���á�UÝÜ� 
���ÒTÞ�áâÒâ�%Ùì�Ì5�×


Þú���Ô�ñÙ�"%UÏ$ù
�����ñÙ�"��$ù
���ñÙ�� â>��úñÙ��

W¹ XÞÐ���ÁÏCÞ���Ô×� âñÙ��Y�XÞÐ���Á���ÒùÒ��Ô�%Ùìú

�Ù�ÁÖÒ�Z[ÏäB�\����%Ùì��Ù��ÁÖ�]Ì�ý�Ò���Ðú]Ì��

ÙFEúùá ��Ïú��º

éêëìíîïð ñòóôõö÷Þùßéàùß^ ûüýþÿ�����������



39 
© 2018 	
��. 

信用創造 

  原則として、銀行に行けば、預けたお金を「いつでも」引き出せます。「いつで

も」引き出せるから、預けているわけです。預けていていた人が、全員、同時に、

全額を引き出すことは、普通はありません。銀行の手元には、常にお金が残ること

になります。この手元にあるお金を遊ばしておくわけにもいかないので、銀行は、

信用のおける人に貸して、利息を得てさらにお金を増やしていこうとします。この

他に、お金を借りた人が、銀行に預ける場合も考えられます。そのお金を使って、

また別の人にお金を貸せば、銀行はさらに利息を得て儲けることができます。 

この繰り返しによって、世の中に出回るお金は、どんどん増えていきます。 

銀行に行けば、預けたお金を「いつでも」引き出せるという「信用」によって、

新たなお金（貨幣）がどんどん創造されて、世の中に出回っていきます。このこと

を、「信用創造」とか「預金創造」といいます。 

信用危機 

でも、この「信用創造」には、大きな弱点があります。「いつでも」引き出せる

預金が、そうでなくなった瞬間に、崩壊してしまう可能性があるのです。 また、お

金を借りた人が、お金を返せなくなってしまった場合、その規模があまりに大きく

なると、銀行自体が破綻してしまう可能性があります。 

このように、信用をあつかう銀行には危うさが伴っています。よって、人間の歴

史では、この銀行や貨幣の流れを取り扱うために、国家レベルの機関を生み出しま

した。それが「中央銀⾏」です。 
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（補足）債券と株式の違い  
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6-3.中央銀⾏ 

現在の日本では、お金は、日本銀行が発行する「日本銀行券」（紙幣）と、日本

国政府が発行する「硬貨」があります。硬貨は紙幣の補助貨幣として発行されてい

ます。日本銀行は、日本の「中央銀⾏」です。中央銀行とは、国や地方で利用され

る「銀行券」（紙幣）を発行する機関です。 

中央銀⾏の役割 

中央銀行の役割は、３つあげられます。 

① 発券銀⾏･･･中央銀行は、銀行券（紙幣）を発行します。 

② 政府の銀⾏･･･中央銀行は、国債の売買をするなど、政府の資金を供給します。 

③ 銀⾏の銀⾏･･･中央銀行は、一般の銀行に資金を貸し出します。 

これらの役割は、まとめると、一国で流通するお金の流れを調整することです。 

中央銀行が、お金（貨幣）の流通量を調整して、景気対策をおこなうことを 

「⾦融政策」といいます。 
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6-4.⾦融政策  

政府は景気対策をおこないます。不景気の時は、経済活動が活発になるような政

策をおこないます。好景気は望ましいことですが、これも行き過ぎると問題が出て

くるので、過熱を抑える政策をおこないます。 この景気対策には、「財政政策」と

「金融政策」があります。不景気の時には次のような政策をおこないます。 

 

• 財政政策･･･公共事業を増やす、減税する。 

• ⾦融政策･･･お金の流通量を増やす。 

 

財政政策は（「7-4.財政政策）でみていきます。ここでは、金融政策をみていきま

しょう。 

 

金融政策は大きくわけると３つあります。 

1.銀⾏への貸し出し⾦利を上下させる 

中央銀行は、一般の銀行にお金を貸し出します。お金を貸すわけですから利子

（金利）をとります。この、貸し出し金利を上下させることによって、お金の流通

量を変化させることができます。 

 

ß y!�!E��Áÿ�� ?E��;�MM8�� �{��� � GDP��� 

 

ß y!�!E���ÿ�� ?E��;Q�M8�� �{�¸d�� GDP�¸d� 

 

（この銀行への貸し出し金利は、かつては「公定歩合（こうていぶあい）」と呼ば

れました。現在は「基準割引率および基準貸付利率」と名前が変わりました。） 
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2.公開市場操作 

政府の発効する「国債」は、市場で売買されます。この金融市場に中央銀行も参

加し、国債などの売買を通じて、お金の流通量を調整します。これを「公開市場操

作」といいます。 

 

• 国債を買う（買いオペレーション）→ 中央銀行はお金を払う  

→ 世の中のお金の量が増える→ 貸し出し金利は下がる 

→ 貸し出しの量が増える→ 投資が増える→ GDP が増える 

 

• 国債を売る（売りオペレーション）→ 中央銀行はお金を得る 

→ 世の中のお金の量が減る→ 貸し出し金利は上がる 

→ 貸し出しの量が減る→ 投資が減る→ GDP が減る 

 

3.預⾦準備率操作 

銀行は、預金者からお金を預かり、お金を貸すことによって利益を得ています。

このしくみは、「いつでも引き出せる」という信用によって支えられています。こ

の、預金者への支払いに備えて銀行が準備しておくお金を「準備金」といいます。

中央銀行は、一般の銀行に対して、「これくらいの割合で支払いに準備しておきな

さい」という「預金準備率」（支払い準備率）をきめております。この「預金準備

率」を上下させることによって、お金の量を調整します。 

 

• 預金準備率を上げる→ 銀行は貸し出しを減らす 

→ 貸し出し金利は上がる→ 貸し出しの量が減る 

→ 投資が減る→ GDP が減る 

 

• 預金準備率を下げる→ 銀行は貸し出しを増やす 

→ 貸し出し金利は下がる→ 貸し出しの量が増える 

→ 投資が増える→ GDP が増える 

 

続いて、財政政策を理解するために、政府の役割をみていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 



44 
© 2018 	
��. 

7．政府と財政 
 

政府は、公共施設や公共サービスなどの「公共財」を供給します。 

公共財は、⺠間の企業や個⼈では供給できない、さまざまな財やサービスです。 

これらの公共財をどのように供給するか、その財源をどうするかが「財政」の役割

です。 

 

「7-1.政府の役割」では、政府の仕事と財政ということばの意味をまなびます。 

「7-2.租税」と 

「7-3.公債」では、政府がどのようにして歳入を得るかをみていきます。 

「7-4.財政政策」では、政府のおこなう経済政策をまなびます。 

 

7-1.政府の役割 

7-2.租税 

7-3.公債 

7-4.財政政策 

 

→ 8.貿易と為替 
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7-1.政府の役割  
 

公共財の提供 

政府は、社会資本や公共サービスなどの「公共財」を供給します。 

 

• 社会資本（インフラストラクチャー）･･･道路、鉄道、電気、ガス、上下水道、

学校、病院などの国⺠の⽣活の下⽀えをする公共施設です。 

• 公共サービス･･･警察、消防、国防、教育、医療などのサービスです。 

 

人々が豊かな生活を行うためには、社会全体が安全である必要があります。 

また、「みんなが使える施設」があると、社会全体で便利な生活ができるように

なります。ただ、このような施設は全体ができあがって初めて使える性質 がありま

す。よって、作りはじめのうちは、お金がどんどん出ていくだけです。このような

財やサービスの提供は、利潤の追求を目的に活動している企業にとっ ては、かなり

困難です。 

ところで、安全にかかわるサービスの提供には注意が必要です。一般的に、市場

でサービスを受ける場合には、代金を支払います。でも、火事がおきたとき に、

「火を消すというサービスを受けるためには、お金が必要です。」というわけには

いきません。たとえ代金（この場合は税金）を納めていなくても、サービ スの対象

からは除外できません。 

よって、このような財やサービス（公共財）は、企業ではなくて政府が提供する

ことになります。 
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財政とは 

基本的にお⾦が儲かる活動は⺠間がやります。政府がやる活動は、お⾦が儲から

ない活動が中心です。よって、財やサービスを提供するためのお金は、社会全体か

ら「租税」という形で集めることになります。 

租税をどのように集めるか、そしてどのようにして使うかは、計画を立てて、国

⺠に対して説明する必要があります。これらの活動をまとめて「財政」（public 

finance）といいます。 

• 歳入（収入）･･･どのようにしてお金を集めるか。租税や公債。 

• 歳出（支出）･･･どのようにお金を使うか。 

これらのしくみについて分析するのが「財政学」です。 
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7-2.租税  
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7-3.公債  

租税だけで支出を満たすことができない場合、政府は「公債」を発行してお金を

借り入れます。 

 

公債の特徴 

公債にはいくつかの特徴があります。 

 

• 租税は強制的に集めますが、公債は自発的な購入に任せることができます。 

• よって、公債は、調達のコストが租税に比べて低くなります。 

õ ö÷øùúûøüýþÿ���ø���������	
�������ö� 

• 短期間に多くのお金を集めることが可能です。 

• 返済を将来に延期することができます。 

• 返済を⻑期にわたって分散することもできます。 

• 人々が公債の購入にお金を使うと、貯蓄が減ります。このため、お金の流れを増

やすことができます。 

• 租税に比べると、景気の影響を受けにくいという特徴があります。 

• ただし、「利子率」などの金融市場の影響は受けやすい性質があります。 
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公債の問題点 

公債は確かに便利ですが、いくつかの問題点があります。 

 

• 財政の破綻の可能性があります。 

• インフレーションが発生する可能性があります。 

（その理由）政府が公債を発行し、それを中央銀行が引き受ける場合を想定しま

す。中央銀行が公債を購入すると、お金の量（マネーサプライ）は増大します。

これが際限なく続くと、インフレーションが激しくなる可能性があります（よっ

て、公債の中央銀行引き受けについては、現在の日本では財政法によって原則と

して禁止されています）。 

 

• 返済を租税でまかなう場合、公債を購入しなかった人々も返済を負担することに

なります。 

• 公債を購入するのは、比較的に所得が高い人たちです。 

• 公債を購入した人は、利子が得られます。最終的にこの利子は、公債を購入しな

かった人にも負担が回ります。 

• よって、公債には、所得の低い人々から、所得の高い人々への、所得の再分配と

いう性格があります。 

 

• 将来の世代の租税負担が増えるおそれがあります。 
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7-4.財政政策  

政府支出を増減させて、景気を調整しようとする政策を「財政政策」といいます。 

 

不景気のとき 

• 経済活動を活発にするために、拡張的な政策をおこないます。 

• 公共事業を増やします。 

• 減税をおこないます。 

好景気のとき 

• 景気が過熱しすぎるのを防ぐために、縮小的な政策をおこないます。 

• 公共事業を減らします。 

• 増税をおこないます。 

財政に組み込まれた機能 

（やや難）財政の制度には、景気を安定化させる機能が組み込まれています。 

• 累進課税制度･･･景気が過熱したときに抑える効果があります。 

• 失業保険制度･･･不景気のときに、失業者に給付金を与えることによって、消費

の減少を抑える効果があります。 

これらの、財政に「組み込まれ(built in)」て、「安定化させる(stabilize)」機能のこと

を、「ビルト・イン・スタビライザー(built-in stabilizer)」（自動安定化装置）といいます。 
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⺠間活動を阻害するおそれ 

（やや難）ただし、財政政策が、⺠間の活動を阻害してしまう場合があります。 

• 不景気のときに、拡張的な財政政策をおこなうとします。 

• このとき、政府は「公債」を発行します。 

• すると、利子率が上昇しますj°�ÈÉ³�-./012±�3¯�24��5。 

• よって、⺠間の企業はお⾦を借りにくくなってしまいます。 

 

• このように、政府のおこなう財政政策が、⺠間の活動を「押し出す」ことを 

「クラウディング・アウト（crowding out）」といいます。 

• このような「クラウディング・アウト」を防ぐためには、同時に「金融政策を」

おこなうことが考えられます。 

• 利子率の上昇を抑えるためには、拡張的な金融政策をおこなえばよいと考えられ

ます。 
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8．貿易と為替 
 

 

国と国の間で、財やサービスを売り買いすることが貿易です。 

 

「8-1.貿易の役割」では、なぜ貿易をおこなうのかについてみていきます。 

「8-2.為替」では、円高や円安などの意味を確認します。 

「8-3.貿易政策」では、政府のおこなう政策の影響についてまなびます。 

 

8-1.貿易の役割 

8-2.為替 

8-3.貿易政策 
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8-1.貿易の役割  
 

国際的なやりとり 

国と国の間（international:国際）では、いろいろなやりとりがおこなわれています。 

 

• モノのやりとり･･･形のある製品などの「財」の売買です。 

• コトのやりとり･･･形のない「サービス」の売買です。海外旅行などの「体験」

を求めるものがこれにあたります。 

• ヒトのやりとり･･･人間の移動です。旅行などの移動の他に、「労働力」として

の移動があります。 

• カネのやりとり･･･商品の代金のやりとりのほかに、海外にお金を移動して投資

などをおこなう「資本」の移動があります。 

 

「貿易」は、これらのうち、財やサービスなどの商品のやりとり（trade）にあたり

ます。 

 

貿易の役割 

人々にとって「役に立つもの」の「みなもと（源）」を「資源」（resource）とい

います。この資源は、どこにでも等しく存在するというわけでは ありません。その

分布は偏っています。よって、人類は、有限の資源をめぐってさまざまな争いをお

こなってきています。そしてこの資源を守るため、もしくは 手に入れるために人間

は集団をつくっていきました。この集団の大きなものが「国」です。国と国の間

で、資源のやりとりを平和的におこなうことが「貿易」の 役割になります。 
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輸出と輸入 

貿易は輸出（export:外に運ぶこと）と輸入（import:内に運ぶこと）に分かれます。 

• 輸出･･･海外に商品を売ることによって、お金を儲けことができます。 

• 輸入･･･海外の商品を買うことです。お金が海外に出ていきます。 

 

これらの輸出と輸入の差額が、「貿易収⽀」（貿易サービス収⽀）になります。 

• 「輸出＞輸入」･･･貿易⿊字が発生しています。 

• 「輸出＝輸入」･･･貿易収支は均衡しています。 

• 「輸出＜輸入」･･･貿易赤字が発生しています。 

gkkntuvwxyz|~�����¸�|�k���������������� 

�wxyz������k�������|~�gcurrent balance����� ¡� 

 

貿易をおこなうことによって、世界中の資源を利用できるようになり、人々の生

活が豊かになる可能性が広がります。 

 

国際分業 

国と国の間には、資源の分布の違いがあります。また、人間と同じように、国に

も個性の違いがあります。これらの「違い」をうまく組み合わせて、それ ぞれの国

が、豊かに持っているものや、作るのが得意なものをやり取りして、お互いに豊か

になっていくことを目指すのが「国際分業」です。 
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貿易をめぐる争い 

貿易は、もともとは資源の平和的な利用のためにおこなわれるものですが、この

貿易をめぐって国と国の間で争いがおこる場合があります。 

 

• 貿易赤字の問題･･･お金が海外にどんどん出ていくと、国が貧しくなると考える

人々が多くなる傾向があります。 

½¾¾¿ÁÂÃÄÅÆÇÈÉÊË¾ÌÍÉÎÏÆÐÑÒÓÔÕ×ØÅÙÚÛÜÝÞßÃáÛÜâÝã

äßåæçâèÆéêìíâîÚÜÆ ÊË¾ÌÍÉïðÒÓÔÚñòâÝãäßåæçóôÉ×Ø

ÝÆõöÉ÷øùÚúéûüÉýÿÒÁÚÛÜâÆ��ÝÄÙ��ÃèéÒ�Ã�ÙÚÛÜÅÝ��

î�ßåæç	 

 

• 国内産業の保護･･･海外の「安くて高品質」な商品を輸入することは、その国の

消費者にとっては望ましいことです。でも、同じような商品を作って いる生産

者にとっては問題となります。国が経済発展をスタートした段階では、国内の産

業は不安定です。このときに、海外から安くて高品質の商品が入ってく ると、

国内の産業は打撃を受けます。 

• ここで、「貿易をどんどん行っていこう」という「⾃由貿易」と、「国内産業を

守ろう」という「保護貿易」の対立が出てきます。 

 

• 関税の問題･･･国内の産業を保護するために、輸入品には税金として「関税」を

かけることが一般的です。この関税の比率をめぐって、相手国との対立がおこる

場合があります。 

• 日本を例にとっても、明治時代の不平等条約の改正をめぐる問題、世界恐慌後の

ブロック経済の影響など、貿易をめぐる問題は大きな政治問題につながるおそれ

があることがわかります。 

 

この他に、貿易には、別の大きな問題があります。 

それは「為替相場」を考えなければならないことです。 
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8-2.為替相場とは  

一般的に、国ごとに通貨は異なります。海外旅行などで訪れた国の商品を買う場

合は、その国の通貨を用意しておく必要があります。 

為替相場 

ある国の通貨と、別の国の通貨を交換するときの交換比率を「為替相場」

（exchange rate：為替レート）といいます。 

「為替相場」は、現在では以下のように、外国の通貨の価値を自国の通貨であらわ

します。 

• 「１ドル＝120円」 

これを「自国通貨建て為替レート」といいます。 

この為替相場の制度には、「固定相場」と「変動相場」があります。 

固定相場制度 

各国の間で、為替レートを固定する制度を「固定相場」制度といいます。日本で

は、1949 年から 1971 年まで、「1 ドル＝360円」の固定相場の時代が続きました。

1971 年以降、円は段階的に切り上げられ、1973 年から「変動相場」制度に移行しま

した。 

変動相場制度 

• 外国為替が売り買いされる市場を「外国為替市場」といいます。 

• 変動相場制度は、この外国為替市場において、外国通貨（外貨）に対する需要と

供給を通じて、為替レートを自由に決める制度です。 

現代の日本では、変動為替相場制度を採用しております。為替相場は日々の取引

によって変わっています。 

 

ここで重要なのが、「円高」と「円安」の区別です。 

円高と円安 

• 「円高」とは、「円の価値が増える」ことです。これを「増価」といいます。 

• 「円安」とは、「円の価値が減る」ことです。これを「減価」といいます。 

 

ここで質問です。 

【問】「１ドル＝100 円」が「１ドル＝120 円」になるのは、「円高」ですか、それとも「円安」で

すか？ 
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→ 【答】円安です。なぜならば、今までは 100円で買えたアメリカの商品が、こ

んどは 120円払わないと買えないからです。これは、円の価値が下がったことにな

ります（円安）。 

為替相場と貿易の関係 

• 「円高」は、円の価値が高い状態です。同じ円の額で、海外の商品をもっと多く

買えるようになります。よって、「円高は輸入に有利」になります。 

• 「円安」は、円の価値が低い状態です。海外の人にとっては、安く日本の商品を

買うことができます。海外への輸出は増えるので、「円安は輸出に有利」になり

ます。 

 

為替相場と⾦融の関係 

お金は、商品を買うために使うだけでなく、お金儲けをするためにも使えます。 

財やサービスのやりとりは「経常収支」といいます。これに対して、お金でお金

を儲けるためにやりとりする場合は、「資本」のやりとりということで、 

「資本収支」といいます。 

 

• 為替相場は、この資本のやりとりにも影響を与えます。 

• 資本のやりとりは、国内の金融機関の利子率とも密接な関係があります。 

 

（やや難：モノやサービスのやりとりである「経常収支」と、資本のやりとりであ

る「資本収支」をまとめたものが、「国際収支」になります。国と国の経済的なや

りとりを全体としてまとめたものが、この国際収支になります。） 
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8-3.貿易と政策  

政府は、国内の経済を安定させるためにさまざまな政策をおこないます。 

現代のように、国と国の結びつきが強まっている時代では、ある国の政策が別の国

に影響を与えることが多くなります。 

国内産業の保護：関税や補助⾦ 

国内産業の保護のためには、海外から輸入される商品に「関税」を課す場合があ

ります。そのほかに、国内の競争力の低い産業に、「補助⾦」を支給する という方

法もあります。これらは、国内の生産者にとってはプラスにはたらきます。その一

方で、国内の消費者は、海外の安価な商品を購入する機会がそこなわ れることにな

ります。 

よって、社会全体にとってこのような保護的政策がプラスになるかどうかを考え

る必要がでてきます。 

• 国内の産業には、さまざまな種類があります。その中で、どの産業を重点的に保

護するかをめぐって、国内で対立がおこる可能性があります。 

• 貿易の相手国は、なるべく自国の商品を売りたいので、国際的な対立がおこる可

能性もあります。 

経済政策の影響 

国内の景気政策として、政府は、財政政策や金融政策をおこないます。現代のよ

うに、経済のグローバル化が進んだ時代では、国内の経済政策が役に立たない場合

もありえるのです。 

現代の経済システム 

• 資本（お金）は、国と国の間で自由に移動できます。 

• 為替相場制度は「変動相場」制度です。 

• 金融市場の動きも考える必要があります。 

 

これらの制度を考慮に入れて、マクロ経済学では、経済政策の効果についてくわ

しくまなんでいきます。 
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ご利用いただきありがとうございます。 

 

このテキストは、中学で学ぶ公⺠の内容を中心として、経済学の考え方を説明し

ています。テキストでは、数式とグラフは用いておりませんが、これらは経済学の

学習には不可欠です。学習をすすめる上では、中学でまなぶ関数や方程式の解き方

のほかに、高等学校でまなぶ指数の法則と微分の公式は確認しておく必要がありま

す（統計や確率についてまなんでおくとさらに楽しい学習ができます）。 

 

経済学の学習を続けるコツは、好奇心を持つことです。 

「これは何のことなのか？」 

「なんでそうなるのか？」 

「ほんとにそうなのか？」 

こういった問いかけを持ちつづけるのが大切です。 

そして、わからないときは、 

「これは（今の私には）わからないことがわかった」と一息ついて、 

 「ここがわかれば･･･」という箇所を確認しつつ、 

学習をすすめてみるとよいと思います。 
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「数式とグラフを使わない 経済学の予習 ― 中学と大学を結ぶ ― 」 

2018 年 9 月 25 ⽇発⾏ 

 

経済学道場 http://keizaigaku.jp/ 

 


